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Ⅰ．緒言

学校で行われる健康観察は，日常的に子どもの健康状態を観察し，心身の健康問題を早期

に発見して適切な対応を図ることによって，学校における教育活動を円滑に進めるために行

われる活動１）である。学級担任，養護教諭などが子どもの体調不良や欠席・遅刻などの日

常的な心身の健康状態を把握することにより，感染症や心の健康問題などの心身の変化につ

いて早期発見・早期対応や，子どもに自他の健康に興味・関心を持たせ，自己管理能力の育

成を図ることなどを目的として行い２），その重要性は増してきている。学校保健安全法第９

条においても，教職員による健康観察は健康相談とともに，児童生徒の心身の状態の把握や

保健指導の起点であることが示されており，芦川３）は，担任が行う朝の健康観察から得た

情報をもとに保健室において健康相談を実施した事例や，保健室での健康相談や保健指導後

に，担任が健康観察を継続して見守った事例から，担任が行う健康観察は教室と保健室を繋

ぎ，養護教諭が行う健康相談や保健指導を効果的にすることを報告している。

健康観察に関するこれまでの経緯を概観すると，1949年「中学校保健計画実施要領」４）

で「常に観察を怠ってはならない」と教師の役割が述べられたことから始まり，1958年「学

校保健法および同法施行令等の施行にともなう実施基準について」５）においては，伝染病

疾患への早期対応策や健康相談対象者の抽出方法としての重要性が示された。また，1972年

「保健体育審議会答申」６）で，健康観察は一般教員の保健管理実施者としての重要な役割と

して，体格，性格，健康状態等を総合的に把握したうえで指導を行うことと記述されている。

そしてこの間の先行研究としては，担任や養護教諭による実施方法の紹介や課題，医師によ

る問題提起など，論文等により報告がされてきている７）-15）。

しかし，日本学校保健会の調査（平成16年）において示された中学校や高校の健康観察の

実施率の低さや，養護教諭の健康観察に関わる視点を論述した先行研究が僅少であることな
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ど，教育現場における健康観察の実施や活用について解決すべき課題が残されているといえ

る。

鈴木ら16）は入学して間もない大学1年生を対象に，小学校から高校時代の健康観察につい

て調査し，児童生徒側から見た健康観察のイメージに関する結果を報告している。それによ

ると，小学校では「朝の会で」「担任か係が」「一人ずつ名前を呼び体調を尋ねる」形態の経

験が多く出されたが，中学校，高校では「健康観察はなかった」「覚えていない」「特定期間

のみの実施」という結果であり，先述の学校種による健康観察の実施率の違いを裏付けるも

のであった。また，学生の健康観察に対するイメージは，感染症の早期発見や対策には有効

で「自他の健康の把握」と「体調への配慮」が行いやすくなったり，安心感や感謝の気持ち

が育ったりする活動というイメージをもっているものの，小学校中学年以降の年齢になると，

クラス全員の前で体調不良を訴えることの困難さや自己申告の信憑性に疑問を感じるなど，

発達のニーズやプライバシーに関して問題があるというものであった。そして，朝の限定さ

れた時間での活動であり，「出欠確認は教師にとって必要だからするのではないか」「教師が

子どもをよく見れば健康状態は分かるはずだ」など，担任の実施方法や健康観察の意義を考

えさせられる問題提起をも含んでいた。さらに，健康観察に関わる養護教諭のイメージに関

する記述はほとんど見られなかった。

一般的にイメージは価値判断を含み，教師の目的とする活動を直感的に導く働きをすると

いう点で重要性が指摘されている17）。また，教員志望学生が明確な実践イメージを持たない

場合，現場で求められるままの実践を展開したり，自らの成長を自覚できなかったりすると

いう問題も確認されている18）。とりわけ，これからの学校保健を担う養護教諭の養成段階に

おいては，学生が健康観察の意義や課題を理解することとともに，学校の全教職員で健康観

察を推進していくための養護教諭の活動をイメージすることができるような授業内容の工夫

が必要になると考える。

そこで本研究では，健康観察や健康観察に関わる養護教諭の役割について理解するために，

ロールプレイを取り入れた朝の健康観察場面の体験や，現職養護教諭の実地指導講師による

健康観察の現状と養護教諭実践に関する講義，さらに事例を通して健康観察が健康相談や保

健指導に展開することを理解するなどの内容を授業に取り入れ，学生の学びを検討すること

を試みた。

本報では，養護教諭の養成段階で，健康観察の授業において学生の学びを検討した結果に

ついて報告する。

Ⅱ．方法

１．対象者・調査方法・時期

2013年10月末から11月にかけ，A 大学の「養護学概論Ⅱ」15回（各90分）の授業のうち３

回目から６回目のテーマを健康観察として授業を行い，授業の工夫と学生の学びや自己課題
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についての記述内容を分析した。分析対象は受講生42名（１年生40名，他２名）であり，全

員が養護教諭免許取得希望者であった。調査は４回の授業内の５分間から10分間を用いて記

名式で行い，その場で回収した。

２．授業の目標と概要及び形態

養護学概論Ⅱでは，表１の内容を中心に養護教諭

の職務を具体的に理解することを目標とした。形態

は，養護教諭が活動を推進するために求められる人

間関係力の向上を意識し，グループ学習などを取り

入れるようにしている。健康観察に関する授業は講

義室で行った。４回の授業の目標と概要を以下に示

す。

１回目（通算３回目）：目標を，「一日の学校生活

を想起する活動を通して，健康観察は学校生活全体

を通して全職員で行う活動であることを理解する」

とした。まず，自分自身とグループ内の健康観察を

行い，健康状態を予想したり判断したりする根拠について問題提起した上で，文部科学省の

資料「体・行動・態度・対人関係に現れるサイン」の内容１）を紹介した。続いて一日の生

活を想定させ，授業時間や休憩，給食時間等様々な場面における具体的な観察の視点を想定

させた。また，学校と家庭との連携による連続的な観察の必要性についても気付かせた。

２回目（通算４回目）：目標を，「朝の健康観察場面のロールプレイや健康観察表の集計活

動を通して，健康観察の意義や課題，それぞれの立場の重要性に気付く」こととした。まず，

８人グループで担任役と子ども役を決め，３種類（①ひとりひとりを呼称し，「はい，元気で

す」とか「だるいです」などと応える，②「今日調子が悪い人はいませんか」と声をかけ，

不調者は挙手して様子を伝える，③「班で健康観察して報告して下さい」と指示する）の方

法で健康観察を行った。健康観察表は欠席や遅刻の状況，欠席理由が記載したものを使用し，

子ども役は頭痛など例示している役割を演じ，担任役は，前日までの記録がある健康観察表

をもとに健康観察を行い，当日の結果を書き込むようにした。そして，それぞれの役を演じ

た感想や，方法ごとのメリットとデメリットを話し合わせた。次に，感染症の集団発生を予

想してほしい記入例を示した健康観察表を提示し，何を読み取りどのように活用するかにつ

いて理解させた。最後に，各クラスから提出された健康観察表を集約して分析し，全校の健

康状態を把握する養護教諭の役割を知らせた。

３回目（通算５回目）：目標を，「健康観察に関わる養護実践から養護教諭の役割を理解する」

こととし，現職養護教諭を実地指導講師として招いた。まず，B 市小学校の担任，養護教諭，

児童を対象とした健康観察に関する意識や実施状況の実態と課題19）を伝えた。その内容は，

担任は健康観察は心身の早期発見に役立ち，いつもと違う発見をした時は体調や生活の様子

表１ 　養護学概論Ⅱの内容
1 養護教諭の職務と役割
2 保健室経営
3 健康観察①意義と目的
4 健康観察②朝の健康観察
5 健康観察③健康観察と養護実践
6 健康観察④健康相談、保健指導へ
7 健康診断①意義と目的
8 健康診断②学校で行う健診項目
9 健康診断③学校医による健診項目
10 健康診断④事後措置
11 保健教育①意義と目的
12 保健教育②保健だより・掲示
13 組織活動①学校保健委員会
14 組織活動②児童生徒保健委員会
15 実践と研究
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について尋ねる（80％）が，体に触れてまでの対応はあまりされていない（40％）という実

態であった。次に，児童は体調を担任に伝えることができる（76％）が，伝えられない理由

は言いにくさや面倒さであるという結果であった。養護教諭は健康観察結果の集計は欠席だ

け（50％），集計結果を管理職に回覧する（50％）など，実施率は約半数であった。そして，

養護教諭は課題として，教職員の理解の浸透，集計時刻の徹底，結果に基づく対応の充実，

健康観察の進め方の改善，校内体制の充実などを上げていたというものであった。

このような実態から，現職養護教諭の実地指導講師が行った課題を整理，課題解決の計画

と実施（健康観察の理解や活用をすすめるための学級指導，職員研修，学校保健委員会など

の取り組み）状況を映像で用いて紹介するという内容であった。

４回目（通算６回目）：目標を，「心の健康問題への対応事例を通して，健康観察が保健室

における健康相談や保健指導に展開するための養護教諭の役割を理解する」こととした。事

例は「教職員のための子どもの健康観察の方法と問題への対応」１）第５章に掲載されてい

る「代表的な精神疾患とてんかん」13件，「発達障害とその関連障害等」14件，「虐待と性被害」

４件から一事例を選択させた。そして事例に関わった人々の気づきと対応，疾患や障害の特

徴，養護教諭が果たした役割について記述したレポートを作成して授業に持参し，グループ

内で報告させた。なお，これらの事例の校種別は，小学校12件，中学校９件，高校10件であ

り，それぞれの事例における概略，対応と経過，まとめ，そして養護教諭の関わりが記述さ

れている。

２．調査項目

調査は，健康観察の授業前後（授業前の１回目と授業後の４回目），そして２回目，３回目，

４回目の各授業後に行った。授業前後の調査は調査項目と自由記述で行った。また，使用し

た項目は，「教職員のための子どもの健康観察の方法と問題への対応」１）を参考に作成した

20項目である。目的に関する３項目（健康問題の早期発見・早期対応，集団発生状況の把握

や予防，自己管理能力の育成），視点に関する３項目（身体，行動や態度，対人関係），機会・

場所・実施者に関する３項目（一日の学校生活，あらゆる場所，全職員），評価に関する２

項目（実態による見直し，季節や行事による配慮），朝の健康観察と養護教諭の役割に関す

る５項目（担任中心に実施，養護教諭による全校の把握，管理職への報告・連絡，学校医等

への連絡，保護者への連絡），活用に関する４項目（いじめ等の早期発見，個人や集団の健

康課題の発見，健康相談や保健指導へつなげる，教職員への発信）とした。学生の健康観察

への認識は５件法（「よく知っている（５点）」から「全く知らない（１点）」まで）で調査

した。また，自由記述は，４回の授業で得た学びや意見，今後の自己課題であった。

２回目と３回目，４回目の授業後にも，振り返りシートに授業で得た学びや意見について

自由記述で記入させ，提出を依頼した。

３．分析方法

質問紙調査のうち，20項目の研修前後における平均得点の比較は，対応のあるｔ検定を用
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いて検討した。それぞれの有意水準を５％とし，解析には SPSS ver.18を使用した。また，

授業後に記入，提出された学生の学びや意見，今後の自己課題等の自由記述にはＫＪ法を用

い，独断を回避するために研究者と現職養護教諭各１名で内容分析を行った。自由記述から

学生の健康観察について学びや意見，今後の自己課題と考えられる箇所を抽出してコード化

し，類似する内容をまとめ下位カテゴリ〔　〕で示し，さらに，上位カテゴリ【　】として

まとめた。

４．倫理的配慮

学生には，研究目的および回答内容を本研究以外の用途には使用せず，個人名を除くデー

タのみを複写して分析すること，分析後はシュレッダーで処理すること，個人データの漏出

はないこと，評価に反映するなど不利益にならないこと，調査への協力は自由意志であるこ

と等を口頭で説明し，同意を得た。

Ⅲ．結果

１．分析対象者の基本属性

分析対象は，履修者42名中，全ての授業に参加しかつ調査用紙に回答があった40名の学生

で，全員１年生の女子であった。

２．授業前後における学生の認識の変化

１）４回の授業前後の認識の変化

健康観察に関する学生の認識の平均得点と授業前後の比較を表２に示した。20項目中４点

台が２項目，３点台と４点台がそれぞれ９項目で，授業前の得点が最も高かったのは「健康

状態のサイン」に関する２項目で４点台であった。健康状態は，身体，行動や態度に現れる

ことを認識しているといえる。次いで得点が高かった項目は，「心身の健康問題の早期発見・

早期対応」，「朝の健康観察は，担任を中心に適切に行う」であった。一方，授業前の得点が

最も低かったのは，健康観察の「機会・場所・実施者」に関する認識の３項目であった。ま

た，「目的」の中で，自分や他人の健康に興味や関心をもたせ，自己管理能力を育てる活動で

あるという認識も２点台であった。「一日の学校生活を通して」「あらゆる場所で」「全職員」

で行っている事に対する認識は特に低く，健康観察は，朝，担任が行う活動と捉えていると

考えられた。

４回の授業後の回答では，20項目全ての平均得点が授業前より向上し４点台であった。授

業後の回答で得点が最も髙かった項目は「朝の健康観察結果は養護教諭が集計し，全校の状

態を把握する」であった。続いて，身体，行動，対人関係に表出する「健康状態のサイン」

についての項目や，「健康観察結果を健康相談や保健指導につなげる」「養護教諭は教職員に

働きかける役割がある」など活用に関する項目も高い得点であった。授業前後の比較におい

ては，平均得点が授業前より低い項目は皆無であり，16項目において有意差がみられた。
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２）４回の授業を通しての学び

４回の授業後の学生の記述を整理した結果を表３に示した。その結果，【展望】【目的・意義】

【健康観察実施の視点】【機会・場所・実施者】【養護教諭の役割】の上位カテゴリと12の下

位カテゴリで構成されると考えられた。【展望】は〔今後の立場〕〔これまでの立場〕で構成

されており，「子どもが興味を持てる健康観察になるよう工夫していきたい」「重要だとは思っ

ていたが，先生からの説明を受けた記憶がない」などと述べていた。【目的・意義】は，〔心

身の健康問題の早期発見〕〔個人と集団レベルの健康状態の把握〕〔法律的裏づけ〕で構成さ

れ，「生徒の無意識のサインに気づくことのできるとても大切な情報源である」「学校全体の

健康問題に関わる大事なものである」などが述べられていた。【健康観察実施の視点】は，〔普

段との違いへの気づき〕〔体・行動・態度，対人関係に表れる身体と心のサイン〕で構成され，

「朝の健康観察だけでなく，普段から様々な場所や機会に子どもの様子を見ておくことが大

表２　授業前後における健康観察に関する認識の変化　n=40
授業前 授業後 前後差M (SD) M (SD)

目的

健康観察は、子どもの心身の健康問題の早期発見・
早期対応が目的である。 3.69 (.87) 4.62 (.49) ※

健康観察は、感染症や食中毒の集団発生状況の把握
や予防が目的である。 3.29 (.97) 4.4 (.63) ※

健康観察は、子どもに自分や他人の健康に興味や関
心をもたせ、自己管理能力を育てる目的がある。 2.62 (.99) 4.02 (.81) n.s

視点
健康状態のサインは、身体に表れる。 4.02 (.72) 4.64 (.49) ※※
健康状態のサインは、行動や態度に表れる。 4.05 (.73) 4.64 (.49) ※※
健康状態のサインは、対人関係に表れる。 3.48 (.92) 4.55 (.59) ※※

機会・場所
・実施者

健康観察は、子どもの登校から下校まで、一日の学
校生活を通してあらゆる機会に行う。 2.45 (.94) 4.19 (.74) ※※

健康観察は、学校のあらゆる場所で行う。 2.14 (.78) 4.1 (.79) ※※
健康観察は、学校の全職員で行う。 2.36 (.85) 4.12 (.80) n.s

評価

健康観察の視点や項目は、学校の実態や子どもの実
態によって見直す必要がある。 2.67 (.98) 4.14 (.68) ※※※

健康観察の視点や項目は、季節や行事によって配慮
する必要がある。 3.19 (1.15) 4.29 (.74) ※※

朝の健康観察
の流れ

朝の健康観察は、担任を中心に適切に行う必要があ
る。 3.6 (1.04) 4.43 (.59) n.s

朝の健康観察結果は養護教諭が集計し、全校の状態
を把握する。 3.36 (1.28) 4.69 (.47) ※※

朝の健康観察結果は養護教諭が校長等教職員に報
告・連絡する。 2.83 (1.25) 4.38 (.66) ※※

朝の健康観察結果、必要があれば養護教諭が学校医・
医療機関等に連絡する。 2.98 (1.18) 4.4 (.54) n.s

朝の健康観察結果、必要があれば養護教諭も保護者
に連絡する。 3.17 (1.15) 4.38 (.58) ※

活用

健康観察の記録を、いじめ、不登校傾向、虐待等の
早期発見に役立てる。 2.88 (.92) 4.29 (.69) ※

健康観察の記録から、個人や集団の健康課題を発見
する。 3.02 (.87) 4.48 (.59) ※

健康観察結果を健康相談や保健指導につなげる。 3.02 (1.00) 4.52 (.59) ※
養護教諭は教職員に働きかける役割がある。 2.86 (1.00) 4.52 (.55) ※

※※※：p<.001　※※：p<.01　※：p<.05　ns：有意差なし  
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切である」「生徒の口から聞くことだけでなく，体や，表情などの変化にも気づくことが重要」

などと述べていた。また，健康観察を行う【機会・場所・実施者】については，〔実施者〕〔機

会・場所〕で構成されており，「担任は毎日凄い仕事をしていることがわかった」「健康観察は，

朝だけでなく学校生活を通して子どもたちの変化に気づかせてくれるなくてはならないも

の」などの記述があった。【養護教諭の役割】は，［コーディネーターの役割］［全校の実態把

表３　４回の授業で学んだことの内容分析　n=40

上位カテゴリ n 下位カテゴリ n 具体的記述内容例

展　望 22

今後の立場 12

子どもが興味を持てる健康観察になるよう工夫してい
きたい。
よりよい健康観察に何が求められるかを今後、考えて
いく必要がある。

これまでの立場 10

重要だとは思っていたが、先生からの説明を受けた記
憶がない。
今までずっと受ける側だったので、重要性やそれがど
う役立っているかなど全く分かっていなかった。

目的・意義 14

心身の健康問題の
早期発見 7

生徒の無意識のサインに気づくことのできるとても大
切な情報源である。
早期発見は早期対応や指導に繋がるため、問題解決に
とても重要である。
子どもの様々な家庭・健康問題に気付く上で、とても
大切なのものだと気付いた。

個人と集団レベルの
健康状態の把握 6

学校全体の健康問題に関わる大事なものである。
集計に時間がかかるという問題があることを知った。

法律的裏づけ 1 健康観察に関する法律があることに驚いた。

健康観察
実施の視点 13

普段との違いへの
気づき 8

朝の健康観察だけでなく、普段から様々な場所や機会
に子どもの様子を見ておくことが大切である。
訴えた時だけでなく、常に観察して気にかけていなけ
れば気づけないようなことがたくさんあると思った。

体・行動・態度
・対人関係に表れる
　身体と心のサイン

5

子どものサインにすぐに気づけるように、周囲の人間
が常に視ておくことがとても大切であり、早期回復に
つながる。
生徒の口から聞くことだけでなく、体や、表情などの
変化にも気づくことが重要である。

機会・場所
・実施者 13

実施者 14

担任は毎日凄い仕事をしていることがわかった。
担任や養護教諭、管理職、学校医、保護者など様々な
人が子どもの健康問題について協力・連携して解決し
ていることがわかった。

機会・場所 2

健康観察は、朝だけでなく学校生活を通して子どもた
ちの変化に気づかせてくれるなくてはならないもの
だ。
健康観察一つで子どもの状況を把握する情報がたくさ
んあることが分かった。

養護教諭
の役割 9

コーディネーターの
役割 6

養護教諭は健康観察の結果から一人ひとり児童・生徒
の健康を知り、その子に関わりのある人へ支援の相談
を持ちかけ、連携をとる中心人物にならなければいけ
ない。
養護教諭は、支援に向けて担任や学校医、保護者や医
療機関、専門機関とのパイプ役であることを理解する
ことができた。

全校の実態把握と　
情報発信 2 健康観察の結果を養護教諭が集計し、校長教職員に連

絡していることを初めて知った。

リーダーの役割 1 健康観察は、学校保健の推進のためにとても大切なこ
とだとわかった。
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握と情報発信］［リーダーの役割］で構成されており，「養護教諭は健康観察の結果から一人

ひとり児童・生徒の健康を知り，その子に関わりのある人へ支援の相談を持ちかけ，連携を

とる中心人物にならなければいけない」「健康観察は，学校保健の推進のためにとても大切

なことだとわかった」などの記述が見られた。

3．ロールプレイや事例を用いた授業での学び

１）２回目の授業 - ロールプレイを通して朝の健康観察を考える -

授業後の学生の記述は整理して表４に示した。記述内容は【ロールプレイによる気づき】，

【担任の役割】【養護教諭の役割】【観察方法の工夫と課題】【目的の理解】の上位カテゴリと，

14の下位カテゴリで構成された。

表４　朝の健康観察についての学びに関する内容分析　n=40

上位カテゴリ n 下位カテゴリ n 具体的記述内容例

ロールプレイ
による気づき 52

体験的な学習の
効果 32

ロールプレイで、複数の方法を、実感を伴いながら体
験することができた。
担任役や子ども役をしてみて、実施方法によるメリッ
トやデメリットがわかった。

子どものサインと
対応の留意点 11

子どもが表出する具体的なサインが分かった。
子どものサインに気付くには、多くの面からの対応が
必要である。

教育活動の基盤
となる活動 9

やるとやらないとでは全く違うと感じた。
毎日の習慣だと思っていたが、重要な意義だとわかっ
た。

担任の役割 50

観察の視点 21
顔色、声のトーンなど色んな情報が入ってくる。
小さな変化も見逃さないようにしたい。

対応 13

言いつらそうな子どもに声かけしたり気にかけたりす
ることが大事。
コミュニケーションを取りながら相手を気遣うことが
重要。

学級経営力 11
健康観察は学級経営の基盤である。
心身の状態をの把握し、いじめや虐待を防げると思う。

子ども同士の
関係づくり 5

自分の体調を伝えることができるクラスの雰囲気作
り。
子ども同士で知っておくと助け合える。

観察方法の
工夫と課題 47

望ましい方法 25
呼称し、顔を見て一声かけたい。
状況に合わせて実施方法を変える。

課題 22
重要さと時間（効率）のどちらを取るか課題。
不調を言いだしやすい環境作り。

養護教諭の役割 15

学校全体での
実施の推進 10

全職員で観察の視点を理解するべき。
連携を取り、多くの眼で日常の様子を把握するように
する。

全校の状況の把握 5
観察記録と実際の観察で、全校の子どもを把握する。
長年の継続的な観察は有効なデータになる。

目的の理解 12

健康問題の
早期発見・早期対応 5

子どもと教師がしっかり向き合うために大事な活動。
症状から心理面の不調も分かることを知った。

自己管理能力
の育成 5

自分自身気付かせるところに大きな意義がある。
毎日する事で自己管理能力の育成になる。

感染症の把握 2
感染症の予測も可能だと思った。
集団の様子の把握や予防意識を高める指導が必要。
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【ロールプレイによる気づき】は〔体験的な学習の効果〕〔子どものサインと対応の留意点〕

〔教育活動の基盤となる活動〕の下位カテゴリで構成され，「ロールプレイで，複数の方法を，

実感を伴いながら体験することできた」「担任役や子ども役をしてみて，実施方法によるメ

リットやデメリットがわかった」など感じていた。【担任の役割】は，〔観察の視点〕〔対応〕〔学

級経営力〕〔子ども同士の関係づくり〕の下位カテゴリで構成され，「平常時の子どもを注意

深く見ておく」「言いつらそうな子どもに声かけしたり気にかけたりすることが大事」「自分

の体調を伝えることができるクラスの雰囲気作り」などが述べられていた。【観察方法の工

夫と課題】では，〔望ましい方法〕〔課題〕の下位カテゴリで構成され，「呼称し，顔を見て一

声かけたい」「重要さと時間（効率）のどちらを取るか課題」などが述べられていた。【養護

教諭の役割】は，〔学校全体での実施の推進〕〔全校の状況の把握〕の下位カテゴリで構成され，

「全職員で観察の視点を理解するべき」「観察記録と実際の観察で，全校の子どもを把握する」

などが述べられていた。【目的の理解】では〔健康問題の早期発見・早期対応〕〔自己管理能

力の育成〕〔感染症の把握〕の下位カテゴリで構成され，「子どもと教師がしっかり向き合う

ために大事な活動」「自分自身気の状態に付かせるところに大きな意義がある」「感染症の予

測も可能だと思った」などの記述が見られた。

２）４回目の授業 - 事例を通して，健康観察の展開と養護教諭の役割を考える -

学生が選択した事例は「代表的な精神疾患（拒食症，双極性障害等）とてんかん」28件，「発

達障害とその関連障害等（アスペルガー症候群等）」４件，「虐待と性被害（性的暴力，身体

的虐待等）」５件であり，校種別にみると小学校５件，中学校16件，高校16件であった。事

例に関わった人の気づきや対応，疾患や障害の特徴について授業前に自己学習したレポート

内容の交流後，振り返りシートに記述した養護教諭が果たした役割について表５に示した。

記述内容は，【対象者の把握】【支援方針や方法の検討】【組織的な対応】【問題の背景の把握】

の上位カテゴリと10の下位カテゴリで構成された。【対象者の把握】は〔担任から情報収集〕

〔養護教諭が行う日常的な心身の健康状態の把握〕〔相談しやすい保健室の環境づくり〕の下

位カテゴリで構成され，「担任からの相談や報告に対応する」「保健室来室時は心身のダメー

ジを見落とさないように，丁寧に対応する」ことで情報収集し，対応者が把握できることが

述べられていた。次に【支援方針や方法の検討】では〔受診等の必要性の有無を判断〕し〔個

別の教育支援計画作成への参画〕を行い〔医学的な情報を教職員に提供する〕など「受診の

必要性のアセスメントと受診へのつなぎ役」「支援チームを形成し，それぞれの役割を検討

する」などの役割をもつと捉えていた。【組織的な対応】では〔校内外関係者との連携調整〕

役や〔組織対応の中核〕として「専門機関と学校間の情報伝達役，連携役，支援役を担う」「学

校内で連携する筋道をつける」役割を担うなどと記述していた。【問題の背景の把握】は〔医

学的要因〕〔心理社会的要因〕の下位カテゴリで構成されており，「健康診断結果を活用する」

「一人ひとりに目を向けて観察や対応をする」ことなどを役割として捉えていた。

なお，３回目の授業後の学びの分析については，養護実践内容の検討も含めて別に報告し
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た20）。

Ⅳ．考察

１．授業前後における学生の認識の変化

授業前の学生の回答は先行研究16）同様，小学校から高校卒業までの経験と考えられた。

健康状態は身体や行動・態度に表出することに対する一定の認識はあると思われたが，健康

観察の意義や目的に関する教育はこれまでに受けた経験がほとんどないことが予想された。

しかし，４回の授業後は健康観察の目的や実施の際の視点，機会・場所・実施者，評価から

活用にまで認識が広がり，担任から得た情報を全校的視野で活かしていく養護教諭の役割も

理解していた。

例えば，学校での教科指導においても生徒指導においてもその他のどのような教育活動に

おいても，教育実践が成果を上げるための大前提の一つは児童生徒理解である20）。生徒指導

提要では，児童生徒の個別的理解の促進のためには，一人一人につい心身の健康状態を丁寧

に観察することが求められ，朝の健康観察を始めとし，日常的な観察の機会や場所が示され

ている21）。また，観察の際には，言語的側面ばかりでなく非言語的側面，社会的側面，情緒

的側面について観察する視点や，身体的健康だけでなくメンタルヘルスの視点も持ってかか

わりの場に望むことの必要性も述べられている21）。学生は，健康観察は教育活動の前提とな

表５　事例から学んだ健康観察における養護教諭の役割の内容分析　n=40

上位カテゴリ n 下位カテゴリ n 具体的記述内容例

対象者の把握 36

担任からの情報収集 16
担任からの相談や報告に対応する。
健康観察結果を活用する。

養護教諭が行う
日常的な心身の
健康状態の把握

12

保健室来室時は心身のダメージを見落とさないよう、
丁寧に対応する。
子どもの健康状態を継続的に把握し、支援が必要な子
どもに早期に気付く。

相談しやすい
保健室の環境つくり 8

子どもにとって心を開き相談できる存在でいる。
相談しやすい空間や雰囲気作りをする。

支援方針や方法の
検討 30

受診等の必要性の
有無の判断 13

受診の必要性のアセスメントと受診までのつなぎ役を
する。
学校医に相談したり、情報をもらったりする。

個別の教育支援計画
作成への参画 11

支援チームを形成し、それぞれの役割を検討する。
専門機関との連携の中心となる。

医学的な情報の
教職員等への提供 6

校内で専門的な情報を提供をしたり、専門的な立場か
らのサポートをする。
子どもの受診状態を確認する。

組織的な対応 28

校内外関係者との
連携調整 22

専門機関と学校間の情報伝達役、連携役、支援役を担
う。
健康問題対応の中心的役割を担う。

組織対応の中核 3
学校内で連携する筋道をつける。
管理職に相談したり、管理職と連携する。

問題の背景の把握 13
医学的要因 11

健康診断結果を活用する。
来室記録結果の特徴から気付く。

心理社会的要因 2
一人ひとりに目を向けて観察や対応をする。
子どもとの面談や指導を行う。
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る児童生徒の状態を理解する方法の一つであることと，養護教諭は的確な健康観察を実施で

きるよう働きかける立場として捉えようとしていることが推察された。

また，学生は，４回の授業を通して健康観察の重要性や目的の理解，健康観察の視点や方

法，心身の健康に関する健康観察の視点や対応のあり方について理解を深めていると思われ

た。特に担任の役割については，健康観察はすべての子どもと個別に対面し，その日の状況

を把握できる場として捉えることができ，学級に対する所属感と居場所としての意識を高め

る機会として学級経営の柱に据えるべき活動と理解したと思われる。また，ロールプレイン

グや事例検討は，健康観察の時間が集団の中で見落としがちな消極的な子どもや元気のない

子どもと会話するきっかけになり，気になる子どもを理解するために養護教諭や他教員と連

携したり遅滞なく健康相談や保健指導に展開したりすることを理解する上で役だったと推察

された。

しかし，現状では教員養成において健康観察や保健指導などについて学べるような科目を

開講したり必修で履修させたりしている課程認定大学は少なく22），教育実習先の学校におい

ても実際に朝の健康観察に参加している学生はわずかである23）。したがって，健康観察を学

校で十分機能させるためには養護教諭の立場や役割が期待されている。「今，現実に，養護

教諭として存在する人そのものが，学生に立ち，語ることの意味は大きい」24）と大谷が述

べているように，養護教諭の実践に触れる機会をもつことにより，健康観察が学校における

教育活動を円滑に進めるために行う重要な活動であることや養護教諭の役割のイメージ形成

の一助になったと考えられた。

２．ロールプレイや事例を用いた授業での学び

大学の授業では，子どもが目の前にいないという限界もあり体験的に行うのは難しいが，

学生が担任役になったり子ども役を担ったりというロールプレイを試みることはできる。朝

の健康観察場面のロールプレイでは，学生が担任として演じる際，声色，雰囲気，スピード，

言葉かけの内容などを意識的に設定することで，子ども役がどのように感じるかフィード

バックすることができた。子ども役の中には，不調を感じていても言い出しにくい状況を演

技した学生もおり，担任と対面しながら呼称してもらう安心感や，体調を気遣うひと言から

関係性が育つ体験，学級全員の中で自己開示する困難さ，学級の雰囲気や担任の声のトーン

などで自己開示のしやすさが一変すること，呼称は時間がかかることなども体験していた。

また，朝の会等の一定の時間だけで子どもを観察するのは限界があり，継続した日常的な観

察や記録用紙を用いるなど共有しやすさを考慮することの大切さを実感したと思われる。講

義を聴くだけでなく自らが少しでも体験することで具体的なイメージを膨らませることがで

き，健康観察に関する問題をより広い視野で捉えたり，改善方法を構想したりしやすくなる
25）のでないだろうか。朝の健康観察は，担任による的確な実施が基盤である。ところが，

担任を目指す学生の健康観察に関する学びについては，９割以上が健康観察についての大学

講義を受けていなかったり，教育実習後も「健康観察」という言葉を聞いたことがない学生
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がいたりするなど，現在の大学での講義内容が健康観察の理解等について成果をあげている

とは言い難い状況である。今回のロールプレイングが養護教諭志望の学生にとって担任の役

割の重要さや困難な状況を理解する契機となったことから，改善に向けて協働していく際の

有益な体験になったと考える。

次に，事例を通したグループ学習は，心の健康問題の背景を理解するきっかけとなったと

思われる。事例から，学校ではどのようなサインが表出し，誰がどのような機会に観察し，

誰とどのような対応をしたのかを読み取る中で，起点は多様な視点をもった観察による気づ

き，つまり心身の健康観察であるとの理解に至ったと思われた。入学直後の学生が認知して

いる養護教諭の仕事の内容のひとつに「心のケア」があり，心身の悩みの相談に応じたり子

どもにアドバイスやケアをしたりするとのイメージをもっている25）。しかし，本授業におい

て「心のケア」に至る前段階として観察による気づきが重要であり，これこそが養護教諭の

重要な役割であるの大切さを学んだことは非常に意義深いと考える。そして，養護教諭は子

どもと個別のかかわりを持つだけでなく，担任が行う健康観察が教室と保健室を繋ぎ，養護

教諭が行う健康相談や保健指導が効果的に展開するなど学校保健安全法第9条を具体的にイ

メージすることができたのではないだろうか。このように学生は，養護教諭は学校生活全体

の児童生徒の心身の変化にいち早く気づき，組織で対応を行うために重要な役割をもつ職で

あることを主体的にとらえ始めたと思われた。

Ⅴ．研究の限界と今後の課題

本研究は，一大学の一年生の養護教諭免許取得希望者を対象に調査を行った。養護学概論

の４コマに限定した授業実践の評価であり，それ以外の他科目や教育内容の関連については

触れていないため，評価の客観性については限界がある。教員同士の情報共有については，

健康観察表や集計用紙などに改善を加えた情報共有しやすい記録用紙21）や校内研修会27），他

職種連携教育も含め今後の課題として捉えている。

Ⅵ．まとめ

本研究では，１年生後期に開講した養護学概論Ⅱの授業において，健康観察をテーマとし

て4回の授業を行った。健康観察や健康観察に関わる養護教諭の役割について理解するため

に，ロールプレイを取り入れた朝の健康観察場面の体験や，現職養護教諭の実地指導講師に

よる健康観察の現状と養護教諭実践に関する講義，さらに事例を通して健康観察が健康相談

や保健指導に展開することを理解するなどの内容を授業に取り入れ，学生の学びを検討する

ことを試みた。学生は，健康観察は教育活動の前提となる活動で，児童生徒の状態を早期に

把握し，健康相談や保健指導に展開することができる活動あること，養護教諭は，健康観察

の適切な実施と連携を推進する立場であることを理解していることが推察された。
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